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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 生理的なルートとして経門脈栄養法は優位性を示し

たものの，肝の脂肪変性は経中心静脈栄養法と同様に

認められた．今回，1ipotropic agentであるCDP・

cholineを経中心静脈的高カロリー輸液と経門脈的高

カロリー輸液に併用し，肝の脂肪変性抑制効果につい

て比較検討を行なった．

 実験方法

 体重200～300gのWistar系Ratにネンブタール腹

腔内注入麻酔下に，次の4群の実験群を作成した．

 第1群：経中心静脈的に高カロリー液のみ与えた群

 第II群：経中心静脈的に高カロリー液に加えCDP－

choline（150mg／kg／day）を投与した群

 第III群：経門脈的に高カロリー液に加えCDP－

choline（150mg／kg／day）を投与した群

 第IV群：固型飼料と水とを自由に摂取させた群

 各実験群を代謝ケージ内で7日間飼育後，腹部大動

脈より血液8mlを採取屠殺し，総ビリルビン， GOT，

GPT， ALP，」血清総脂質，総コレステロール， Trig・

lyceride，リソ脂質，遊離脂肪酸を測定した。さらに肝

を採取し，肝湿重量／体重比を算出後，Folch法で脂質

を抽出し，肝総脂質脂肪酸構成，肝脂質構成を測定し

た．肝の一部をホルマリン固定後，Masson染色，ズダ

ンIII染色を行ない光顕的に観察した．

 成績

 1）肝機能検査に関し，GPTにおいてCDP・choline

非併用群（1群）が併用群（II， III群），経口群（IV群）

に比べ高値を示した．

 2）血清脂質に関し，高カロリー栄養群（1，II， III

群）が経口群（IV群）に比べ有意に翁面を示した．

 3）肝脂質に関し，肝Triglyceride，肝コレステロー

ル，肝総脂質において，CDP－choline非併用群（1群）

が併用群（II， III群）に比べ有意に高値を示した．

 4）肝総脂質脂肪酸分析では，高カロリー栄養群（1，

II， III群）に異常脂肪酸である5，8，11－elcosatrienoic

acidの出現をみとめ，また体重の脱落もみとめた．経

口群では以上の傾向はなかった．

 5）肝の組織学的検索に関し，CDP－choline非併用群

（1群）は併用群（II， III群）に比べより強い脂肪変性

像を示した．経口群では脂肪変性は認められなかった．

 考察ならびに結論

 肝の脂肪変姓の際蓄積する脂質はTrig董ycerideで，

Triglycerideを肝より移送する1ipoproteinは肝の細

胞内小器官で合成される．高カロリー輸液施行時に生

成するfree radicalsはこの細胞内小器官の細胞膜を

傷害すると言われている．lipotropic agentはこれら

生体膜機能を活性化させることから，今回lipotropic

agentの1つであるCDP－cholineを経中心静脈的，経

門脈的高カロリー輸液に併用する実験を行なった．そ

の結果，CDP－choline併用は肝細胞傷害を緩和し，肝

Triglyceride，肝コレステロール，肝総脂質の低値を示

し，組織学的検査でも肝への脂肪滴の沈着が少なくな

り，高カロリー輸液にCDP－cho1茎neを併用することが

肝の脂肪変性を予防しうることを明らかにした．
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論 文 審 査 の 要 旨

 経中心静脈栄養法が広く臨床に用いられており，また，より生理的と考えられる経門栄脈養法も検

討され，効果が認められているが，何れも肝の脂肪変性を認める点に問題がある．

 この点について著者は脂肪変性の主たる脂質Triglycerideに対し， Lipotropic factorとして作用

するCDP－cholineを併用することをRatを用いて実験し，脂肪変性抑制効果を明らかにしたものであ

る．

 本論文は学術上価値あるものと認める．
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